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1960~64年の 5カ年開発計画実施中に，モロッコ政府

は，モロッコ経済の成長が期待どおりに仲びていないこ

とに気づいて，開発戦略再検討のため，世界銀行に調査

を依頼した。

調査団は世界録行， FAO, その他7カ国の調査員11名

によって組織され， 1964年2月から 5月にかけて実態調

査を行ない，さらに1965年にも再調査した。この報告書

は，世界銀行の他の諸国の経済開発についての報告書と

だいたい同じ構成をとり，モロッコ経済の成長を全体的

にとらえ，各部門別に現在の問題をとらえて発｝設の方向

づけを与えている。この報告書では1965年から1970年ま

での経済成長を対象として，その期間における計画公共

投賓総額を70億ディナール (14億ドル）として，投賓フ゜

ログラムの重点を商品生産部門（農業ならびにその他の

商品生産，観光）に移行させ，総公共投資の56%（近年

の実績は44%）に増加，一方社会サービス部門を4%（実

績は19%)に削減し，電力部門は 2％から11％へ増加さ

せることを勧告している。なおモロッコ政府は，この調

査報告作成中に， 1965~67年の3カ年計画を策定してい

る。

構成は，国土・住民，経済構造，開発フ゜ログラム，経

済政策，行政改革，人口，煤業，国際観光，鉱工業，電

ヵ，運輸 ・通信，教育保健・住宅の13章，ならびに付

録統計 (19表）に分けられている。（中村）

＇芸；： ［｛Pa[a:inllaangp:erc云〗n1:;［]焉 p¢;0:rtぷe点~~1
第3次5カ年計画は苛酷な状況にあって一応その予定

期間を終了したが，本年6月より当然開始さるべき第4

次計画はいまだに決定されず，当面年間計画で開始され

ている現状である。 1964年10月に発表された ‘‘Memo-

randum"が具体的にどのよ うに肉付けされるか，注目

されていたところであるが，今年8月下旬に発表された

当草案においては，かなりの変化をみることができる。

去る 8月に開かれた NationalDevelopment Council 

では，この草案を基に， 12月までに最終案を決定するこ

とになった。

過去3期にわたる計画が，特に第3次期間中における

全般的な経済の不振もあって，大きな論議を呼び起こし

ているが，これらの論諮は当然第4次計画のもつ性格，

予定施策の当否に集中されてくる。当而その論厳の集約

点として，本書は重要な意味を持っている。

第4次計画は，経済の「自立」達成を第 5次計画の終

了時とし，重点を物価の安定と農業生産の増大において

いる。

財政支出の規模は公共部門1600億Jレピ ー，民間部門775

億Jレビー，合計2375億Jレヒ゜ーを予定している。公共部門

支出財源の うち，外国援助は 470億Jレヒ゜ーと見積もられ

ている。

計画目標数字のいくつかを示すと次のごとくである。

I 1964~65 1 1965~66 
-（実禎） （推定） I 1970~71 

銀食国1(人1用民当億（（た万万ル穀所りビトト所ーンン物得得j鬼） ） ） 

889 7229 12000 

610 620 1170 

1163 1593 2310 

348 417 
（ルビー）

（注） 国民所得および 1人当たり所得は1960~61年

度価格計算による数字。

（松本）
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委員会）事務官 CarloSanz de Santamar:a, ECLA事

務局長 JorgeMendez Munもvar,BID経済社会開発部

副部長 RaulRey Alvarez,同じく BIDの Horacio

Godoy, INT AL理事長 GustavoLagos,および BID

総裁 FelipeHerreraが寄稿している。

現状と展望の 2部にわかれる。第 1部は LAFTA（ラ

テン ・アメリカ自 由貿品連合），CACM（中米共同市場）

それぞれの起源，機構機能および問題点，これら二つ

の統合体に対する BIDおよび「進歩のための同盟」の

役割を紹介する。第2部は LAFTAと CACMの比較

による評価。前者の停滞に比する後者の進展，地域計画

と経済統合との調整，統合に対する各国政府，国際機関，

政党，労働者組織，企業主の対応，統合が国際機構に及

ぼす影響統合の展望が論じられている。

巻末に R.Prebifch, J. A. Mayobre, F. Herrera, C. 

S. de Santamar・aが1965年5月，共同で発表した「ラテ

ン・アメリカ共同市場設立への展望」を収める。（三宅）

IP. P. Courtenay, Plantation agriculture, New 
I York,Praeger, 1965, 208 p. I 

本書は，低開発国の経済発）設と密接な関連をもつプラ

ンテーション農業の経済地理学的な研究であり，この特

殊な作物栽培様式の分布を調べ分析する。著者はイギリ

スの Southampton大学の地理学講師で，以前，マラヤ

のSultanAbdul Hamid大学の地理学部長をつとめたこ

とがある。

プランテーション制度の確立は，単に熱帯における商

品作物の栽培を促進させたというだけではない。たとえ

ば， 17世紀以後の大規模な移民は今日の人種対立のもと

となる複合社会をつくりだしたが，この移民は，もとも

とプランテーションの労働力需要から起こったものであ

る。このこと一つをとってもプランテーション制度の発

達は世界史的な意義をもつものであったということがで

きよう。

著者は，まずフ゜ランテーション制度の歴史的な生成，

発展を概観し，続いて，プランテーション産業の発展，

その地理的分布を決定づける諸要因を究明する。著者が

特に重視するのは，労働費，生産制限計画，国際商品協

定，小土地保有者ならびに代替品との競争などである。

最後は， 個別商品の分析に移り，代表的な作物として，

ゴムと茶を取り上げている。（村野）

I Bernard Gallin, 1-Isin Hsing, Taiwan; a 
l雰：嘉悶心ご，e1t;166勺悶． Berkeley,UniV I 
Iぅ6

本書は，台湾福建人村落の民族誌学的調査報告である。

台湾農村の民族誌調査は，日本の植民地時代にも，総督

府の「台湾旧慣調査」，「台湾慣習記事」等，すぐれた調

査が多数行なわれたが，伝統的な村落構造と生活様式自

体は，太平洋戦争期を除いて，柏民地政策の意図から，

停滞をしいられ，なんらの変化もみられなかった。しか

し，国民党治下にはいるや，人口の急激な増加，士地改

革，工業開発，それに伴う都市化等のインパクトによ っ

て，土地と家族制度に結びつけられた村落構造がくず

れ，部落外をも生活圏とする個人ないしは夫婦を単位と

する構造に向かい，自給自足的経済も市場経済にまきこ

まれつつある。著者は， ミシガン州立大学文化人類学科

研究員で，台中近郊の村落新興(HsinHsing)に1957年よ

り1958年にかけ16カ月定住し調査を行ない，変革過程中

にある村落の諸相をいわば動的にとらえている。（原田）

1三l土:：1皇冒tt:：:1n:td:：；：reelべb0:：；亨n:19?／aif:;I 
本書は，タイの官僚制についてその制度的な特徴およ

び発展の過程とを，社会組織を中心としたパースペクテ

ィヴにたって論じたもの。

内容は， 全10章と巻末の注記・古誌 ・索引からなる。

まず「官僚制」の問題を取り上げた意図について触れ（第

1章）， 19世紀中葉までの，タイの伝統的社会における官

僚制をみる（第 2章）。次いで西欧諸国の進出によるイン

パクトに対する反応として， 1892年までの行政改革を取

り上げ（第3章），以降の内務省を中心とする行政的発展

を跡づける（第4章）。さらに内部職員の問題が，養成の

方法 ・手段，身分 ・地位等について述べられる（第5章）。

第6章で「官僚制をめぐる環境」として，国王と の関係，

社会的価値や仏教との関連において官僚制が浮彫りにさ

れる。以後1932年革命を頂点とする国王の権力の衰退，高

等教育を受けた官職志望者の増加という変化がみられ，

その中で官僚制は社会組織と関連して「安定性」 「中立

性」という特質を見せるに至るとする（第7章）。最後に

第8~10章で，今日の官僚制について，その基本的性格，

今日の官僚機構の実態，問題点を論じる。問題点として，

官僚の活動領域の拡大に伴う相互調整，その際の民衆と

の協力体制ということがあげられる。

結局タイにおいては必ずしも十分に改革が達成された

とはいえぬ点もあるが，官僚制の近代化は，社会構造の

変化を含めた政治的近代化との密接な相互関係によるも
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のであるとする。

著者は，タマサト大学行政研究所で数年間タイの行政

を研究し，ノヽーバード大学より学位を受け，現在インデ

ィアナ大学でタイの政治機構を専攻。（福沢）

I The Hispanic Foundation. Library of Congress, 
I LatinAmerica m Soviet turitings,. a bib-I 

1 箆翌正筈呈ぎ翌］訟全〗元翌笙：；［：゚；1]［e：□9]en,d5, 
この文献目録は，ラテン ・アメリカ関係文献の一大セ

ンター Libraryof Congressの Hispanic Foundation 

が同図書館のスラヴ・中欧部の協力を得て，ラテン ・ア

メリカに関するソ連文献をほとんどもれなく収録したも

のである。この作業の過程で，すでに 1959年に Latin

America in Soviet writings, 1945~ 1958がタイフ 印゚刷

で発行されているが，今回のものはそれを増補改訂した

だけでなく，文献発行期間はソ連存続の全期間にわたっ

ている。いわば，ラテン ・アメリカ関係ソ連文献総H録

の「決定版」である (1926年前においては， 収録の包

括性について，編集者自身いく ぶんかの留保はしている

が）。

収録文献数は，第 1巻で3831，第2巻で4857,総数8688

に及ぶ。ラテン文字に書きなおされた原文献名の後にそ

の英訳が付されている。文献は主題別に分類され，かつ

単行本と論文に分けられ，それぞれ筆者名のアルファベ

ット順により並べられている。主題の分類は， 1959年版

よりも精密になり（たとえば，国際関係は，外交 ・文化・

経済の各面に細分されている），その順序は単なるアルフ

ァベット順から，地理 ・人類学 ・歴史・法律 ・政治 ・経

済 ・社会 ・文化 ・哲学 ・自然科学というように内的関連

性による配列となり，利用者の便をはかっている。ただ

し， 1959年版にあった「書評」の項がなくなり，各主題

に振り分けられたため，外国書の紹介 ・書評を探すのに

不便となった（索引もこの欠を補うようにくふうされて

Vヽ ない）。

この膨大な仕事の完成は，最近アメリカ合衆国におい

てもソ連のラテン ・アメリカ研究の重要性が認識される

ようになってきたことを考慮すると，ソ連においてこの

ような文献目録が存在しない以上，おおいに時宜を得た

ものと言えようが，同時にわが国でも，従来の主として

アメリカ合衆国を経由のラテン ・アメリカ研究からの脱

皮のために，この文献日録の話川がのぞまれる。（岡部）

l言言／喜詈誓互誓髯迄噂轡；ご翌写謡号
人文科学 ・社会科学の分野におけるアメリカ合衆国ラ

テン ・アメリカ専門家1884名の人名書誌辞典。いわゆる

地域研究者のみならず，語学あるいは専攻がこの地域に

ついても十分学者として通用しうる人を含んでいる。今

回収録された 1884名の中では歴史学者が最も多く (389

人），次いで経済学者 (286人），人類学者の順で，心理

学，統計学の分野は希少である。各専門家は姓名によっ

てABC順に並べられ，出生地，出生年月日，専門分野，

上級学歴，学位，職歴 ・現職，所員歴 ・名誉歴，会員歴，

研究内容，住所，主著 (3点）のほか，語学力を加えて

いることが特徴的である。記述はアメリカ議会図書・館か

らの質問表に対する専門家自身の回答に基づいている。

巻末に専門分野別の人名索引がある。（三宅）

Iぅ7


